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首都直下地震を想定したＢＣＰ（事業継続計画）訓練の実施について 
 

当社（社長：大田 勝幸）は、１０月５日（月）、「首都直下地震を想定したＢＣＰ訓練」を実施しまし

たので、お知らせいたします。 

 

ライフラインの一翼を担う当社には、巨大地震などの危機発生時においても最重要責務であるエネル

ギーの安定供給を果たすため、事業継続に向けた高い耐久力や回復力のある体制が求められます。この

ような中、当社は、首都直下地震および南海トラフ巨大地震発生に備え、石油製品の供給能力を強化し、

危機発生時においての事業継続を担保するために、当社系列全体のＢＣＰの策定およびＢＣＰ訓練の実

施を通じた見直しを行っております。 

 

今回の訓練は、初動対応※手順の確認・検証などを目的に実施いたしました。併せて、「石油の備蓄の

確保等に関する法律」に定める「災害時石油供給連携計画」の初動対応も確認しました。 

※ 初動対応 

・「災害時の行動」「情報共有の流れ」「タイムライン」の確認 

・本社・国内各現業所（支店・製油所等）間の連携確認 

・災害対策本部への迅速かつ適切な被災状況の報告および情報共有 

 

 訓練の実施にあたっては、新型コロナウイルス感染防止の観点から、相当数のチーム員をリモート参

加とすることに加え、会議室では全員がマスクを着用し、ソーシャルディスタンスを確保することなど

を徹底しました。 

 

訓練には、社長以下、本社災害対策本部の役員およびチーム員、さらには全国の現業所の担当者のほか

一部の特約店や物流協力会社を含む計２４３名（内、リモート参加者１９４名）が参加し、サプライチェ

ーン全体での初動対応の実効性および課題を共有することができました。 

 

当社は、本訓練で得られた課題を速やかに解決するとともに、今後も継続的にＢＣＰ訓練を行い、より

実効性のあるＢＣＰとすることで緊急時の石油製品などの安定供給に努めてまいります。 
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＜訓練の概要＞ 

１．開催日時・場所 ２０２０年１０月５日（月）１３：１５～１７：１５ ＥＮＥＯＳ本社 

２．参加者 合計 ２４３名（内、リモート参加者１９４名） 

 （１）大田社長（災害対策本部長）他本社役員  １７名 

（２）災害対策本部事務局員および各チーム員 １３５名 

（３）国内各現業所（支店・製油所等）の担当者 ８５名 

（４）一部の特約店・物流協力会社の担当者    ６名 

３．目的 （１）初動対応手順の確認・検証 

（２）様々なシビアな状況下においても初動対応を確実かつ効率的に実施するため 

の能力獲得 

（３）２０１９年度訓練以降に実施した対策の効果検証 

４．内容 （１）当日１１時００分に首都直下地震が発生、本社災害対策本部を立ち上げ、Ｂ

ＣＰを発動 

（２）非公開の訓練シナリオに基づいて、災害対策本部の各チームが被災情報 

（従業員の安否、当社現業所および輸送インフラ被災状況、社会インフラ 

被災状況など）を収集・整理し、災害対策本部へ報告 

※ 被災によりインターネットが使用困難になった一部拠点では、被災情報

を衛星電話やＭＣＡ無線を用いて災害対策本部へ送信 

（３）発災５時間後を想定した災害対策本部会議 (第２回との想定) を実施し、 

第１回会議以降の追加情報を共有するとともに、今後の対応策について協議 

（４）訓練終了後、チームごとに訓練を振り返り、課題を抽出し、対応策を検討 

 

＜訓練の様子＞ 

  
災害対策本部会議 (中央：大田社長)       情報収集を行う災害対策本部チーム員 

 

 

以 上 


